
































１ 　我々の最初の選択とは P&G の中核的事業と主要な 10 億－ドルブランドに集中することであ
り、最大で最強の小売業者において優勢であり、最も重要な諸国においても優勢となるように選別し
た。我々の狙いは的中した。（Our first choice was to focus on P&G’s core businesses and leading 
billion－dollar brands, to win with the biggest and strongest retail customers, and to win in the most 
important countries. We’ve done that.）by the Letters From A.G. Lafley.（Chairman of the Board、
August 7, 2009） on P&G Home Page.
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ターの都合で（for the benefit of the marketer）、ゴーイングコンサーンとしての事業体を維
持し、成長させるマーケティングのマネジリアル・アプローチを提唱した〔例えば、ハワー




　例えば、それらは、「マーケティング・ミックス」（marketing mix； Borden  1964 ７）、
２ 　J. M. Murphy “Developing New Brand Names” In, John M. Murphy edited, Branding: A Key Marketing 




５ 　Howard, John A., 1957, Marketing Management: Analysis and Decision, Homewood, Ill. : Richard D. Irwin.
６ 　Kelly, Eugene J., and William Lazer, eds. 1958, Managerial Marketing: Perspectives and Viewpoints, 
Homewood, Ill.: Richard D. Irwin.




「製品差別化と市場細分化」（product differentiation and market segmentation； Smith 
1956８）、「製品ライフサイクル」（the product life cycle； Levitt 1965９）、そして、「マー




ディーン（Dean 195012 ）により紹介された「上層吸収と浸透の価格設定」という概念（the 




　DD́ の需要曲線と S1 の交点の水準の価格である、上層吸収価格（P1）は高価格設定により、
一部の高所得者を標的として設定した価格設定であり、D1 が高所得者の需要である。DD́ の
需要曲線と S2 との交点の P2 価格は、ここでは、中間層を標的とした「中層価格」としてい
る。そうした中間層の需要とは D2 である。DD́ の需要曲線と S3 の交点の水準の価格 P3 とは、
８ 　Smith, Wendell R., 1956,”Product Differentiation and Market Segmentation as Alternative 
Marketing Strategies,” Journal of Marketing, 21（July）, 3 － 8.
９ 　Levitt, Theodore,1965, “Exploit The Product Life Cycle,” Harvard Business Review, 43（November/
December）, 81 － 94.
10 　Keith, Robert J.1960, “The Marketing Revolution,” Journal of Marketing, 24（January）, 35 － 38.
11 　Levitt, Theodore, 1960, “Marketing Myopia,” Harvard Business Review, 38（July/August）, 45 － 56.
12 　Dean, Joel, 1950, “Pricing Policies for New Products.”, Harvard Business Review, 28（November）. 45
－ 53
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100 万円以下 88.4 3.2 333.1 17.6
100 万円台 205.1 7.5 493.3 26.1
200 万円台 370.3 13.4 411.7 21.8
300 万円台 515.0 18.7 294.3 15.6
400 万円台 471.7 17.1 168.4 8.9
500 万円台 357.1 13.0 90.2 4.8
600 万円台 232.4 8.4 41.0 2.2
700 万円台 164.5 6.0 23.4 1.2
800 万円台 110.3 4.0 12.5 0.7
900 万円台 69.8 2.5 7.2 0.4
1,000 ～ 1,500 万円 124.3 4.5 12.5 0.7
1,500 ～ 2,000 万円 26.7 1.0 2.5 0.1
2,000 ～ 2,500 万円 7.5 0.3 1.0 0.1















配偶者の所得が 103 万円までは配偶者控除がえられるので、主に主婦層の勤労が 103 万円以
下を目途にパートなどの給与所得を加えることが、いわば常識化していることが男女の労働
の参画機会を不公平にしている元凶として国会でもしばしば指摘され、平成 28 年度から男女











ムページ、平成 27 年７月 29 日）
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　高所得者層とは給与所得年収 800 万円以上の個人とし、男性上位の約 13%、女性上位の 2%
に該当し、これらの限られた市場を標的とした場合の価格設定を「上層吸収価格設定戦略」
といわれうると想定した。また下層浸透価格設定戦略とは年収 300 万円台の男性の 18.7%、
女性の 15.6% の人々が適切なのかもしれない。200 万円台以下の人々は生活における必需的
消費支出にほとんどの所得が支出され、自由裁量所得としてはほぼ考えることが不可能な水
準と思われるからである。
　男性に中高所得階層の人口は 57.2% で約 6 割であるのに対し、女性の 8 割が下層所得階層
に属する点が、主として高級女性用商品が男性からの個人的贈答品（personal presents）に
該当する可能性が高く、日用品以外の奢侈品の女性の個人的購買層は約 2 割（上層 2%、中層




















　表 2　年齢 と 性別 のクロス票　　　　　（但しセル内は人数）
不明 ～ 17 18 19 20 21 22 23 24 25 ～ 合計
男 1 1 2 9 7 13 27 4 3 5 72 人
女性 0 1 2 2 2 11 21 1 0 4 44 人





熊本学園大学の 4 年の演習において調査が実施された。平成 23 年当時の熊本学園大学の在
学生【1 ～ 4 年生】を中心に、調査票が配布され回収された。結果は表 2 に示される通り
である。
②　調査期間：


































































































非常に やや どちらでもない やや 非常に
買いたくなる 5 4 3 2 1 買おうと思わない
　図 5　4 つのブランド・マーク刺激（ナイキ・アディダス、グッチ、シャネル）
企業ブランド ナイキ アディダス グッチ シャネル
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表 5、重回帰分析の統計指標
統計用語 解    説
重相関係数 － R 目的変数の観測値と予測値との間の相関係数。決定係数の平方根
に等しい。0から1の間の値を取り、1に近いほど分析の精度は高い。
重相関係数 － 修正 R サンプルサイズに対する説明変数の数の割合が多くなるほど重相
関係数の値は過大評価されやすいため、この点を調整した重相関係
数のこと。 
決定係数 － R2 乗 目的変数の観測値の偏差平方和に占める目的変数の予測値の偏差
平方和が占める割合。0 から 1 の間の値を取り、1 に近いほど分析
の精度は高い。





の指標。0 以上 4 以下の値をとり、2 前後であれば自己相関なしと
判断できる。


















F 値 有意確率平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
A．生涯スポーツ志向 4.08 1.011 3.91 1.007 .820
B．高級ブランド品携行性 2.80 1.380 3.55 1.302 8.212 .005
C．間隙身体運動志向性 3.51 1.206 3.45 1.210 .051
D．食費・交通費節約志向性 3.31 1.090 3.80 1.047 5.553 .020
E．ファミリー・スポーツ志向 3.96 .970 3.86 1.091 .228
F．ファッション誌新作志向性 3.34 1.341 4.02 1.000 8.522 .004
G．スポーツ大会表彰状志向 3.72 1.436 3.16 1.642 3.689
H．異性の身体的魅力志向性 4.00 .941 3.75 .967 1.876
I．謝意就業志向性 3.75 1.155 3.95 .776 1.113
J．スポーツチームサポート志向性 3.14 1.457 2.93 1.453 .568
K．高級ブランド小物志向性 3.38 1.387 4.09 .830 9.431 .003
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　生活価値志向性が性別でいかなる相違があるか平均値の差の検定を F 値により行った結
果、表 4 のような結果であった 14。有意差が認められたのは、「B. 高級ブランド品携行性」（F
値：8.212、p ≦ .005）、「D. 食費・交通費節約志向」（F 値：5.553、p ≦ .02）、「F. ファッショ
ン誌新作志向性」（F 値：8.522、p ≦ .004）、「G. スポーツ大会表彰状志向」（F 値：3.689、p






が、F 値に有意差があり、その中でも F 値の大きな順に並べると、「K. 高級ブランド小物志
向性」（F 値：9.431、p ≦ .003）、「F. ファッション誌新作志向性」（F 値：8.522、p ≦ .004）、
「B. 高級ブランド品携行性」（F 値：8.212、p ≦ .005）、「D. 食費・交通費節約志向」（F 値：
5.553、p ≦ .02）、「G. スポーツ大会表彰状志向」（F 値：3.689、p ≦ .057）の順であった。そ
れらの操作的定義は「K. 私は高級ブランド品の財布などの小物が欲しい」において、同意の
程度の平均値は女性（m=4.09）、男性（m=3.38）と両者とも同意に位置付けられているが女




中で最も低かったのは「D. 食費・交通費節約志向」（F 値：5.553、p ≦ .02）における平均値
の男女差（男性：3.31、女性：3.80）であった。節約においては「D. 私は食費や交通費を節約
することが好きだ」という回答に女性がやや高いという結果であった。










F 値 有意確率平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
①　バーゲン品人気状況 3.37 1.323 3.66 .939 1.642
②　ブランド財布のネット
上廉価販売 3.17 1.309 3.34 1.275 .478
③　高級ブランド品第三国
製造 2.72 1.300 2.66 1.200 .060
④　レア物割引販売 3.23 1.233 3.48 1.151 1.192
⑤　質流れ品販売 2.94 1.403 3.09 1.087 .357
⑥　偽ブランド品摘発 3.11 1.304 3.21 1.186 .157
⑦　海外ブランド国内製造 2.79 1.054 3.18 1.040 3.814 .053
⑧　レア物販売状況 3.23 1.221 3.61 1.146 2.878
⑨　適正価格不明 3.14 1.376 3.25 1.349 .173
⑩　話題新商品販売 3.27 1.362 3.75 .781 4.574 .035
⑪　直営店限定品購買依頼 2.66 1.424 3.64 1.203 14.282 .000
⑫　アウトレット低価格販
売 3.10 1.311 3.84 9.63 10.559 .002
⑬　ブース内レア物販売 3.23 1.289 3.52 1.210 1.513
⑭　好感タレント・キャン
ペーン 3.24 1.303 3.61 .920 2.767
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　グッチの購買意図に対し、「ファミリー・スポーツ志向」（β：－ .425、t：－ 3.133 ≦
p：.003）、「スポーツチームサポート志向性」（β：.353、t：2.634 ≦ p：.012）、「高級ブラン
ド小物志向性」（β：.396、t：2.439 ≦ p：.019）「食費・交通費節約志向性」（β：.214、t：
2.142 ≦ p：.038）、「謝意就業志向性」（β：.302、t：2.119 ≦ p：.040）であり、調整済み決





















係数 t 値 有意確率
標準化







D.　食費・交通費節約志向性 .214 2.142 .038 .255 2.458 .018




 I .　謝意就業志向性 .302 2.119 .040
  J .　スポーツチームサポート志向性 .353 2.634 .012
K.　高級ブランド小物志向性 .396 2.439 .019
購買状況別販売品への興味の程度
①　バーゲン品人気状況 .311 2.119 .040
②　 ブランド財布のネット上廉
価販売 － .410 － 2.838 .007
③　高級ブランド品第三国製造 .562 3.329 .002













R2 乗 .699　 .675　
調整済み R2 乗 .532　 .495　
推定値の標準誤差 .886　 .956　
Durbin － Watson 2.121　 2.022　
F 値： 4.182　 3.744　
有意水準 .000 ：.000
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　シャネルに関し、生活価値では 1 要因だけが有意であったのに対し、購買状況要因では 4
要因が有意であった。「高級ブランド品第三国製造」（β：.562、t：3.329 ≦ p：.002）、「ブラ
ンド財布のネット上廉価販売」（β：－ .410、t：－ 2.838 ≦ p：.007）、「バーゲン品人気状況」
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リーでランキングをつられる（Stapel and Velthuijsen 1988）。
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ラグジュアリー・ブランドの機能と構造（北原）








①性別 （  男性  ・  女性  ）
②年齢   17 歳以下、18 歳、19 歳、20 歳、21 歳、22 歳、23 歳、24 歳、25 歳以上
③ 現住所  （ 熊本市内 ・県内の熊本市以外の地域《      》・ 県外《    》）
質問 2 － 1、 Nike, Inc. というスポーツ用品ブランドのナイキをあなたはどのように思われ
ていますか ? 該当する番号を○で囲んでください。
1. 大変身近だ   2. やや身近だ   3. わからない   4. やや身近でない   5. 全然身近でない
質問 2 － 2、Adidas AG というスポーツ用品ブランドのアディダスをあなたはどのように思
われていますか ? 該当する番号を○で囲んでください。
1. 大変身近だ   2. やや身近だ   3. わからない   4. やや身近でない   5. 全然身近でない
質問 2 － 3、 GUCCI というラグジュアリー・ブランドのグッチをあなたはどのように思わ
れていますか ? 該当する番号を○で囲んでください。
1. 大変身近だ   2. やや身近だ   3. わからない   4. やや身近でない   5. 全然身近でない
質問 2 － 4、 CHANEL というラグジュアリー・ブランドのシャネルをあなたはどのように
思われていますか ? 該当する番号を○で囲んでください。
1. 大変身近だ   2. やや身近だ   3. わからない   4. やや身近でない   5. 全然身近でない
質問 3 － 1、Nike, Inc. というスポーツ用品ブランドのナイキをあなたはどのように思われ
ていますか ? 該当する番号を○で囲んでください。
1. 大変好きだ   2、やや好きだ   3、わからない   4、やや嫌いだ   5、大変嫌いだ
質問 3 － 2、Adidas AG というスポーツ用品ブランドのアディダスをあなたはどのように思
われていますか ? 該当する番号を○で囲んでください。
1. 大変好きだ   2、やや好きだ   3、わからない   4、やや嫌いだ   5、大変嫌いだ
質問 3 － 3、 GUCCI というラグジュアリー・ブランドのグッチをあなたはどのように思わ
れていますか ? 該当する番号を○で囲んでください。
1. 大変好きだ   2、やや好きだ   3、わからない   4、やや嫌いだ   5、大変嫌いだ
質問 3 － 4、 CHANEL というラグジュアリー・ブランドのシャネルをあなたはどのように
思われていますか ? 該当する番号を○で囲んでください。
1. 大変好きだ   2、やや好きだ   3、わからない   4、やや嫌いだ 5、大変嫌いだ
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質問 4 － 1、あなたは次のマークをどのように評価しますか ? このマークのイメージが近い箇所のセルの 5 段階
で該当するところに○印を記入してください。










質問 4 － 2、あなたは次のマークをどのように評価しますか ? このマークのイメージが近い箇所のセルの 5 段階
で該当するところに○印を記入してください。










質問 4 － 3、あなたは次のマークをどのように評価しますか ? このマークのイメージが近い箇所のセルの 5 段階
で該当するところに○印を記入してください。










質問 4 － 4、あなたは次のマークをどのように評価しますか ? このマークのイメージが近い箇所のセルの 5 段階
で該当するところに○印を記入してください。
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